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ラウル・デュフィ、フランスの画家
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えたのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　純粋絵画なのです。
しかし彼の場合驚くべきことは，これらの造形的　　幸福なそしてすばらしい特質が花開くことによっ
な工犬が真実や詩というものを損わないばかりか　て，ついにデュフィはふたたび成功をかち得ます。
まったく反対なのだということです。もう一一度　　しかしこの成功へのカムバックは，彼にとっては
《木かげの乗馬》という名で知られている馬に乗　　さらに自已を乗りこえて進んでゆく機会でしかな
ったイギリス人家族の肖像画を眺めてみましょう。　かったのでした。最後に彼は偉大な記念碑的なア
輪郭線と色のタッチの独立性，また線が色彩の帯　　ンサンブルを実現します。1936年ごろ彼は三つの
で縁どられているやり方が，作品に装飾的な性格　注文を受け，壁而の大きさからいっても今IJIr紀の
を与え，人物の背後にあって視線をさえぎってい　モニュメンタルな画家たちのうち最もすぐれた一
る木の茂みに原因する，奥行きの阻止と一致して　人であることを示しました。これらの注文のうち
いるのです。しかしデッサンと色彩のこのような　の一つ，パリのシャイヨー宮の劇場のバーの装飾
特殊な扱い方は，もう一つの別の結果をもたらし　作品は，この展覧会でやがてごらんになることが
ます。それは，それによって我々は木々の枝がそ　できます。もう一つはパリ美術館の装飾画で，そ
よ風によってゆすられ，そして光がこの動く網目　の下絵は展覧会に見られますが，今お目にかけて
を通して射し込み，光もまた動き出して，人物た　いるのはこれらの下絵の一つです。
ちや馬の輪郭を変化させ，これが，それらを雰囲　1937年のパリ万国博覧会の電気館の装飾画は，Itt
気の中にいっそうよく配置するのだという印象を　界最大の絵画です。大きさは高さ10m長さ60m
与えるのです。この真実は，しかし少しも詩情を　を超えるもので，皆様は展覧会で下絵をご覧にな
損うことなく，実は反対なのです。デュフィはこ　れますが，今ここで五つの部分に切って次々とこ
の乗馬に熱中するイギリスのブルジ・ワたちを，　　の壁画をお見せしましょう。
妖精的な存在に変えてしまい，われわれの物理的　　デュフィの芸術にとって芸術的大画面の制作はど
な宇宙の偶然性を除いてしまうのです。彼の場合，　んな結果をもたらしたでしょうか？　最初にまず
真実と詩と絵画はじつに幸福に共存しているので　彼はいっそう大きく，柔軟さと権威をもって描く
真実の要素は詩的に装飾的になり，装飾的要素は　　ことを学んだことです。次にこの経験は彼に大き
真実と詩になる。そして詩的な要素は真実と装飾　　な而で描くことを教え，最後に統合への強い要求
的な特質に変化するのです。たとえばデュフィが　　を与えたのです。例えば展覧会に見られる《サン
構図の下の部分の前面に描き入れる蝶や蜜蜂は，　　ト・マクシームの松》のように，これらのすべて
それらがなくては蝕りに空きすぎて1，・Jもない空間　　の性格がこの当時描かれた作品に認められます。
を墳めるための装飾的な要素でしょうか？　ある　そしてそれは，これに続く最後の様式，1939年か
いは幻想や魅力に溢れた気ままな発想なのだろう　ら1953年の彼の死去までの彼自身の様式のiliにい
か？　それらは同時にこの両方であり，このよう　っそう明瞭に現われています。
にしてデュフィはこの作品を彼の三つの領域の交　　この様式はしばしばミ晋階的。と特質づけられま
叉点に位置させるのです。その三つとは真実，詩，　すが，この名称は当時デュフィが，彼のそれぞれ
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の作品を一つのドミナントな色調で統一する趣味　粋なまなざしを送るので，彼の芸術はそれらを再
をもっていたことから，正当なものと思われます。　生させ讃めたたえ，すべてをその平和とよろこび
例えば今映っている．バラ色のヴァイオリン》で　　にあずからせるのです。このようにデュフィが
は一般にバラ色の調和が支配的でこの作品にも川　　くパリのゲルマ街のアトリエ“xを描いたとき
いられている白と黒はたんにヴァノレールを字える　そこに彼は半世紀の間住んでいたわけですが，こ
ためだけのものです。このようにして作品は統一　　の見なれた，平凡で散文的な現実は詩に姿を変え，
を獲得し，作品はたとえ小さくとも，作品にこの　　この詩は愛と静かさで充ち濫れます。「天才とは
上ない大きさを与えるのです。　　　　　　　　　再び見出された幼年時代なのだ」といったのはボ
さらに平行して，デュフィはエスフリからリリシ　　ードレールでしたが，これは一世紀前に，ボナー
ズムへ，アイロニーから愛へ，わんぱくから幼児　　ルとデュフィの芸術を予言しています。
に移ってゆく。彼の芸術は長い間精神的だった。　　しかしこのデュフィは苦しみの人でありました。
最も正しくそして愉快なエスフリに充ちていた。　1937年いらい，肉体を歪めるリューマチに侵され
今や彼は熱烈になり，一つの純粋な詩となるので　た彼は，苛酷な肉体的苦痛を味わいました。さら
す。長い間彼は人生と人間のスペクタルを楽しん　に精神においても，病いが彼の両手を変形させた
できた。今や彼はこの見ものを，限りないやさし　時，彼は制作することができなくなったのです。
さを以て眺めるのです。いたづら，あざ笑い，彼　　何という芸術の奇蹟！　このいたましい存在がよ
の芸術はかつて意地悪でふざけ好きな腕口小僧の　ろこびの歌をひびかせ，それによって彼は彼の存
芸術だったのです。しかし今それは，すべての物　　在，その豊かな生涯を飾り，我マに三つの教訓を
の前で驚嘆する子供の芸術となりました。たとえ　　残しています。
それらが最もありふれたものであり，最も慣れ親　最初は真の芸術家というものは，成功を求めるこ
しんだものであっても，彼はそれらに，かくも純　となく，先づ自分自身のために探求を行い，常に
1翌耀皇講難二灘
》磯1　　蔑泌．雛懲薗1∴臓驚魏
1㌃∴　　　　　曽，鱒駕獲られるのだということです・三翻には，偉大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彼の技法を創造し，彼の詩を創造する創造者であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることです。じっさいデュブイの技法は，マチス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やブラックに比べて，決して新しくなかったり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大胆でなかったりすることはなく，彼の詩も決し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て1固性的でないということはないのです。これこ
バラ色のヴァイオリン　　　　　　　　’　　　　　　そ今私が皆様の前に述べていきたいと思うことな
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のです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な効果は得られないのです。この《バッハ礼讃》
デュフィの芸術で最初に打たれるのは，彼の芸術　が一例です。
の多様1生とその熟練であります。彼は単に画家で　職人であることを愛したデュブイは，彼が完壁な，
あるだけではありません。彼はまた版画家であり，　師匠の技術を身につけるまでは満足しないのです。
タピスリー作家，陶器作家でもあるのです。皆様　　しかしこれは彼が芸達者を喜ぶからでなく，むし
はこの展覧会でこれらの多種多様のテクニックに　ろ反対なのです，彼は手わざに心を許すことなく，
おける彼の活動ぶりをご覧になることができます　デッサンをする時，彼はしばしば左手を使うほど
が，そのうち最も成功しているものの一つが，陶　　でした。というのは右手ではあまりに容易に描い
器作家としての活動でしょう。彼はこの芸術で魅　　てしまうからなのです。つまり，先づ最初彼は彼
力的な傑作を生み出しましたが，その一例をお目　の技法を身につけようとするのですが，それに支
にかけます。　　　　　　　　　　　配されてしまわないようにすることなのです。次
デュフィがこれらのいろいろな種類のテクニック　に彼はその技巧を，投げやりな，さらには不器川
で制作したのは，それは彼が魂の職人，手で考え　な外見のドにかくすのです。
る職人であり，よく仕上げられた美しい仕事を愛　例えばこの・・，ドーヴィルの調教場》を見てみまし
したからであります。この点から，彼の絵具の探　　よう。ここで彼は我々に美しい夏の一日，陽に照、
求，油よりいっそう魅力的な味わいをもった，発　　らされた競馬場のEIJ象を与えようとしています。
見者の名前をとってミマロジェー．とよばれてい　で彼は，この印象を我々に与えるのに適した，赤
る媒剤を川いたこと以一Lに特徴的なことはないで　　と青の交響楽を想像したわけです。従って画面の
しょう。これは絵具に肌目とねばり、透明さ，ヒ　中央にはライトモチーフの赤があり，左右には中
宝のような特質を与えるもので，油ではこのよう　央の和音に応えて漸次弱まっていく「デクレッシ
　　　tt　　　　　　　　　．　　　’。．＃　　　　　　　　　　　レ遜繍躰　　．．繋秘熱戴．＿田＿＿．　．
ドーヴィルの調教場
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エンドーがあります。左側では「デクレッシェン　基本的な制作のいくつかの独創性について述べま
ドーは色があせるようになり，見る者には赤から　した。線と色彩の独立性，多くの光源から照らさ
バラ色に移ります。右側では「デクレッシェン　れる，斜めや水Htlの照明法などがそれです。私は
ド」は暗くなっていき，我々には赤は栗色に変っ　皆様の注意をこの芸術のさらに別な，新しい大胆
ていくのです。上部には巾広い浮の帯が拡がり，　　な二つの性格，デ・サンの描き方と色彩の扱い方
この青さは木々の緑をもili’くしてしまいます。彼　に向けたいと思います。
は構図のド部を青の小さな1’？符の一連によってリ　デュフィのデッサンには，インクやヘンのものも
ズムをiJ”えますが，このliitはヒ部のi’／f’に応え，そ　あれば，鉛筆や木炭のものもあります。彼が硬い
れを釣合わせるためなのです，これが，アンドレ・　正確な，そして線を引く道具であるヘンによるデ
ロートが見事に名付けた一造形韻一であり，ちょ　ッサンに天分があるということは，従って彼は線
うど詩で韻をふむように，もっぱら画面の調和を　　によるデッサンをすることです。それはまた線だ
創り出すためのものです。このようにして皆様は　　けで，影を川いることなしにそのフォルムをとと
この駆け足の分析によって，この画llriiはバッハの　　のえ，肉付けし，それらを空間と光の中に配置す
フーガのように計算され，偶然のまま放置されて　　るということになります，そうするために，彼は
いるものはf可一・つないことがお判りになるでしょ　線をほんの少し太くしたり細くしたり，ほんの少
う。しかしこの探求をデュフではかくしてしまう　　し黒くしたり薄くしたり，ほんの少し力を入れた
のですTコケットを交えて，彼はこの探求を投げ　　り，その反対に軽くしたりするだけで充分なので
やりな外見，さらに不器川な外見の裏にかくして　　す。しかし外的なllヒ界の事物を確定するこのデッ
しまうのです。このように考え抜かれた絵画を，　　サンは，またデュフィの内面の世界を示すもので
デュフィは我々に，彼が即興で作ったと信じさせ　　もあるのです。それによって我々は，デュフィが
たいと願い，彼にとっては同時にド絵の動きと生　　このスヘクタクルを前にして何を感じたか，こん
命を保ち，またその慎みによって，我々の眼に彼　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デッサン
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な風景をどう考えたか，この顔の前ではどんな感　　であり，光にみちみちた海のめくるめくばかりの
じがしたかを知ることができるのです。即ちデッ　輝きなのです。このようにして皆様はデュフィの
サンは文字（Ecriture）であり，どんな場合でも　発明の正しさを感じとられたことと思います。デ
筆者の情緒に応じ，それを確実に翻訳してくれる　　ッサンであれ色彩であれ，彼は常に最上の，そし
最も従順な文字なのです。デュフィのデッサンの　て同時に最も新しい解決を見出すのです。
場合はその筆相学（Graphologie）が可能なほど　ラウル・デュフィの芸術を常に決定するもの，そ
で，彼はじつによくこの要素に従っているので，　　れはそのメティエの創造における完全な幸福なの
彼は内的な生活の最も柔軟なそして忠実な召使い　　です。この幸福は彼にとってその芸術の1－1的と同
とすることができたのです。彼にとって，デッサ　　じく必要だったのです。その目的とは幸福を語る
ンとはたんに宇宙をとらえる一つの手段であるば　　ことなのです。メティエの幸福をもつということ
かりでなく，自我と非我　　我以外のものとが相　は，彼の絵画がその使命である幸福を語ること，
会する彼自身をとらえる手段でもあったのです。　　いやむしろ敢て幸福を語るという，使命が完全に
西欧の芸術家のうち彼以外の誰も，書（Calligra一　果されれば果されるほど必要だったのです。とい
phie）という面からこのように極東に近づいた作　　うのは敢て行うためには多くの勇気が必要だから
家はいなかったでしょう。　　　　　　　　　　　です。悲劇的な芸術を行い，不安や苦悩，そして
色彩についてはこれもまたデコフィの独創的な発　絶望を扱うことはじつにやさしいし，いっそう魅
明ですが，単なる思い付きではありません。外的　力的でもある。美をうたい，楽しみをいわい，よ
な世界の対象を，それらに固有な色調で表現する　ろこびを高めたデュフィは，しかし勇気があった
ことから遠く離れて，デュフィはそれらを想像の　のです！　「眼とはみにくいものを消すために作
色彩で表わすのですが，それらの色はじっさいの　　られいる」と彼はいっています。このようにして
色よりずっとゆたかな変化をもち，忠実なそのま　彼のk・ペルビニャンのアトリエ》で窓が美しくな
まの再現よりずっとよく表現されています。例え　いのを見てとった彼は，それを透明に描き，見た
ばこの，パリ国立近代美術館の晦と浴女と貝・　眼に美しい赤い屋根の家が見えるようにしたので
をごらん下さい。皆様はたぶん最初にデュフィが　　した。彼は彼の描くすべてを美化しましたが，彼
海を黒く描いたことでびっくりされると思います。の感じとる生きるよろこびを完全に表わすことは
しかし皆様が，偉大な色彩画家の素晴らしい技巧　　できませんでした。彼は嘆じてこういうことでし
によって，デュフィがどの点で，この黒の彩色を　　よう。「私はずいぶんやったんだ。だが私の内に
行ったか，また彩るというより輝きを与えたかに　あるよろこびの半分も貴方に上げることができな
気付かれた時，皆様は太陽の光の下の海の眼のく　い」と。
らむばかりの輝きを表現する最一ヒの方法は，黒で　生きるということはこんなにも倖せであり，世界
描くことだとお判りになることでしょう。この黒　の美しさ，存在することの素晴らしさに心から満
の色は決して単なる気まぐれではなく，写し出さ　足している彼は，自分の経験を我々に伝えるため，
れた景色の性格を表わす最上の可能性をもった色　　その絵画に香り高いヘドニズムを用いなければな
72
海と浴女と貝
73
アンフィトリテ
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らなかった。例えば，もし彼がハンテイスムを拒　最初に申Lげ，そして今ここに再び見出した，デュ
むとすれば，それはこの自然を充分に味わうため　フィのとくにフランス的な性格に逢うわけです。
に，彼はそれをrl然の中に紐み入れるべきではな　　さて、我々の画家のこのような性格を認めること
かったからなのです，もし私が　アンフィトリ　以外に，どんな結論があるというのでしょうか？
テ’）tの背景になっている糸晴らしい海に没入して　　たぶん現代フランス1面家のうち，彼より偉大な画
しまったら，もし私がそれに融合してしまったら，　家を見出すことはできましょう。しかしボナール
どうして私はその海のlii一さの美しさを昧わうこと　一人を除けば，彼よりフランス的な1画家は一・人も
ができるだろう？　同じ理由でデュフでの芸術は　　いないのです。
いささかも官能的ではないのです・女性の肉体の　（本稿は，テユフィ［・・顧展を記念して1967｛卜11月4LIに
美しさを味わうためには・精神も知性も・単なる　　国立西洋美術館で行われた講演を再録したものであるr）
官能に身を委せてはいけないのです。デュフィの
場合は反対に，知性と精神は，官能を洗煉し，澄
明にし，いっそう強化された，透明で貴重なもの
に変えてしまい，　・言でいえば官能を，よりいっ
そうよく味わわせるようにしむけるのです。ここ
でデュフィは，すべての知性の働きの代価をはら
って得られる，消えることない感動を見出す，あ
のフルーストに近づいてゆきますrデュフィでし
ばしばおliにかかるアイロニーも，心が白分rl身
のたんなるデューフでしかないことのないよう
に，そして結局，心によりよくよろこびを味わせ
ることができるための，一・つのT’段に過ぎません
人は愛しているという意識なしには真実に愛する
ことはない。明快さというものは，愛が真実であ
りそして全的に愛であるための条件なのです．デ
ュフiはこれを知っていた。彼は彼のすべての作
品の中に大小を問わず，知性のための余地を残す
ことに心を砕いたのでした，この方法によって彼
の作品がいっそう熱烈になり，愛がいっそう真実
になるために。しかしこのようにすることによっ
て，一挙にり知性と転福の根源を守ることによっ
て，デュフィは特別にフランス的な伝統にf中間入
りするのです。そしてこの伝統はまた，この話の
75
